
３．活動内容 ４．まとめ
参加者は、それぞれに多くのことを学び、視聴後の討論を経て、
それまで不明確であった用語の定義や概念を確認し、深く学習し
た様子が推察された。加えて、討論の時間配分については今後
の検討課題であった。

１．活動の背景と目的
対人援助の領域では、クライアントの多
様な問題にどのように対応すればよいの
か悪戦苦闘することが多い。具体的な支
援業務を日々向上させるためには、継続
的な学びの機会を持つことは非常に重要
である。
本活動では対人援助職として重要となる
カウンセリング技法等を学ぶために視聴
覚教材を活用し、参加者相互で意見交換
することで、共に学び合う中から、対人援
助に関する知識・技術・態度を習得させ、
アップデイトさせることを目的とする。

２．活動の特徴
視聴覚教材の特徴を最大限に活かし、
効果的な学びとするために、視聴覚教材
をグループで視聴する。想定する参加者
は、対人援助職が主体になるが、カウンセ
リングに興味を持つ学生なども含め、対象
者を狭く限定しない。

月1回程度、約2時間、大学教室等を利用して、視聴覚教材を
鑑賞し、その後、指定討論者と参加者相互で意見交換をして
学びを深める。表1に具体的計画として、教材名、著者、出版
社、時間、出版年、形態、指定討論者を示す。
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対人援助職の気づきと成長を支える学び対人援助職の気づきと成長を支える学び

保健大学附属図書館に収蔵しているカウ
ンセリング・心理療法に関する視聴覚教
材をグループで視聴し、ともに学び合う機
会を設定する。

表1


